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	［成果情報名］25cmの客土と根域制限で、葉菜類のカドミウム吸収を抑制できる
	［要約］カドミウム濃度の低い土の客土と、遮根シートによる根域制限で、葉菜類（ホウレンソウ、コマツナ）の収量を確保し、カドミウム吸収を抑制できる。客土の厚さは、客土材を節約でき、耕起時に遮根シートや下層土を巻き込まない25cm程度が良い。
	［キーワード］カドミウム、客土、吸収抑制、根域制限、遮根シート、葉菜類
	［担当］秋田農技セ農試・生産環境部・土壌基盤担当
	［代表連絡先］電話018-881-3330
	［区分］東北農業・基盤技術（土壌肥料）
	［背景・ねらい］
	［成果の内容・特徴］
	１．細粒質表層灰色グライ低地土から採取したCd汚染土（0.1M塩酸抽出Cd濃度1.33 mg kg－１）を1/2000ワグネルポットに充填し、栽培したホウレンソウ「おかめ」、コマツナ「夏楽天」の可販物Cd濃度はそれぞれ2.4、0.66 mg kg－１で、Codexの葉菜類基準値0.2 mg kg－１を大幅に上回る（図1）。
	２．汚染土上にCd濃度が低い黄色土（同Cd濃度0.04 mg kg-1、当農試の黒ボク下層土）を25cm、40cm厚で客土し、遮根シートの有無を組み合わせ（図2）、葉菜類を栽培すると、可販物Cd濃度が基準値0.2 mg kg-1未満となる（図3）。
	３．客土15cmでは耕耘作業で汚染土の混和や遮根シートの破損が起こり、吸収抑制効果が劣り、可販物Cd濃度が基準値を超える（図3）。
	４．40cm客土は遮根シートの有無に関わらず吸収抑制効果は高いが、客土材を多量に要する（図2、図3）。
	５．耕起作業で遮根シートが破損しない25cm程度の客土と、遮根シートによる根域制限を併用すると、40cm客土時と同等のCd吸収抑制効果が得られる（図3）。
	６．客土の厚さ、遮根シートの有無による収量への影響は認められず、目標収量（ホウレンソウ1,000～2,000g m－2、コマツナ1,500～3,000g m－2）が確保できる（表1）。
	［成果の活用面・留意点］
	１．遮根シート敷設は，もともと土壌病害の消毒効果を補償するため開発された技術である。よってCd吸収抑制と同時に土壌消毒効果の安定化も期待できる。
	２．使用した遮根シートは防根透水シート（TOYOBO製、㎡当たり約200円）で、土壌消毒補償現場でも20年以上効果が持続していることから、同程度の期間効果が持続すると思われる。
	３．葉菜類だけでなく、根域制限が生育の阻害要因とならない作物全般の吸収抑制技術になりうる。
	[具体的データ]
	（秋田県農林水産技術センター）

